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障
害
児
教
育
・動
作
学
誌
上
実
習
さ
一
)
、

藤

井

力

問
題
設
定
{
二
)
、
手
足
を
自
分
の
も
の
に
、
足
腰
か
ら
の
共
同
運
動
(
シ
ナ
ジ
ィ

l
)
の
増
強
(
一
八
四
一
一
)
.

んさ(第三種郵便物認可)

手足 の 共 同 運 動 は 、
(de j'applic訓 iondes membres aux usages communs) 

動詞の使用と伺じくらい難しい。

由子どもたら '0人に対する eヶ月間由実担
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「自由」

失

を
把
握
し
て
い
た
だ
く
意
味
で
記
し
ま
し
た
.

『
手
足
を
自
分
の
も
の
に』

A
は
、
梯
子
の
登
り
・

降
り
で
の
セ
ガ
ン
の
実
態
把
髭
で
す
.
手
足
の
各
筋
肉
の

神
経
支
配
が
、
結
抗
的
に
も
相
反
的
に
も
ス
ム
ー
ズ
で
な

い
.
共
同
運
動
筋
と
し
て
習
熟
し
て
い
な
い
.
こ
こ
に
問

題
が
あ
る
と
い
う
の
で
す
.
雑
括
的
で
お
話
し
た
内
容
で

す
.
手
足
が

一
つ
の
目
的
に
向
か
っ
て
共
同
し
て
働
く
と

い
う
こ
と
は
、
同
時
に
、
手
足
の
力
の
配
分
で
準
備
姿
携

が
作
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
.
現
代
生
理
学
で
は
「
シ
ナ

ジ
ィ

I
」
と
言
い
ま
す
.
セ
ガ
ン
は
こ
の
用
語
を
使
用
し

手足を自分のものに、梯子での実態。

益る目的に向かつての、右手と左足、左手と右足、これら

ー遣の共同的信使用が‘かれ らには不可能でした.また、降

りるとき、図援は倍加しま した.神経的な汗が、ほとん どの

子どもに現れ とりわけ ジャックマン、マルキ、ラミ 、ポ

ンサ ルにおいてそうでした.これを思怖むに帰することは

で きません. なぜなら、 筋肉系の共同的む綱節に聞係 したす

べての還御に現れ るからです.

A 

手の延長、道具使用による力の調節。

道具の使用は‘般も容易なものでも‘さまざまな筋肉の聞

節が必要です. たとえば、 掴む、待つ 引〈 持ちょ Iずる

位げる‘受け取る 等 です. これ らの練習のため、 悌子、ダ

ンペル、パランス樺を周いました. 興味深いことに ζ れら

の習熱は. 自舗の働きとも結合 している ようです.

B 

何よりも、足腰からの共同運動の増強.

薪壷ぴ 肩に怨ぐとバラノスを崩して しま います.それで、

指包き bか えて持 ち運びますが、 時々 、活在しています.

鋤 ‘つるはし ンヤベル これ らの道具を使って、庭に巨大

な泌を復りま した{長さ 3m、深さ 1.5m) .慣れるに従

い 、子どもたちは緩い合うよう にな りました.

負い篭 手押 し. 鰻り出された土を負い篭のなかに入れ背

負って運ぶことや、手持し!I<での運搬を加えました.

鋸引き 続則的な運動のために、鋸で薪を切らせました.

等分することは、以外にはや〈理解できました.

四

c 

た
息
地
初
の
人
物
の
一
人
で
し
ょ
う
.「
ユ
サ
ー
ジ
・
コ
ン

ミ
ュ

1
ン
-
と
と
も
に
、
使
い
始
め
て
い
ま
す
.

「
定
腰
か
ら
の
共
同
運
動
の
増
強
」

で
は
.
セ
ガ
ン

は
ど
の
よ
う
に
糟
強
し
よ
う
と
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

一

つ
に
は
日

ダ
ン
ベ
ル
や
バ
ラ
ン
ス
棒
の
よ
う
な
道
具
を

用
い
た
訓
練
.
こ
れ
は
.
セ
ガ
ン
自
身
が
言
っ
て
い
る
よ

う
に
、
手
の
操
作
の
み
な
ら
ず
視
覚
か
ら
の
情
報
で
、

手
足
の
準
備
姿
勢
を
形
成
し
ま
し
た
.
も
う

一
つ
は
C
、

鋤
、
つ
る
は
し
、
手
押
し
車
等
を
使
っ
た
土
木
作
業
.
共

同
運
動
筋
と
し
て
の
力
の
配
分
の
学
習
に
は
、
起
点
が
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
.
こ
の
意
味
で
土
木
作
業
は
、
足
関

節
部
と
腰
部
の
二
つ
の
起
点
を
た
え
ず
問
う
動
作
で
す
.

抗
重
力
筋
と
し
て
の
配
分
が
学
習
さ
れ
ま
す
.
E
腰
か
ら

の
共
同
運
動
筋
の
情
強
で
す
.
(
北
海
道
教
育
大
学
教
授
)

D. 6ヶ，月聞の実践の効果、要約(1842.3)

第 1 道具"使った方法の適用は、 子 どもたちの筋肉系を発

遣させました.

3事2 何人もの子 どもたちの神経的渇敏を

させました.
3鹿3 かれらは 歩き 走 り、健ぴ、 治つ幼年期に有益俗さ

まざまな運動を開始しました.
2事4 かれらは 湿る こと、操作する こと ‘役げる こと を学

び 同年齢の人た ちより重たい ものを 受け取るほどです.

第 5 かれらのうち s人は、 臨むこと‘ . 'こ と 徹えるこ

と全学び ある程度まで初等教育の利用が期待できます.

3事6 かれらの鰻念院、明確にな旬、並大 しま した.

第 7 かれ らに慢念が形成され始め、かれ らの緩る舞いや縁

し方に現れ始めました.

第 8 かれらに生まれつつあった従順 と遭鎗は‘かれらの行

ゐとかれらの存在の 部として、調節し始めています.

第 9 伺人かの人たちは、 手仕$に従事するため 併んで

白痴ではない他の人たちのところに出かけて行きます.

擦問 6，.月問、健康で 重たい病気に織っていません.

前
回
は
。
動
作
学
に
お
け
る
「
動
作
」
に
つ
い
て
の
私

の
立
場
を
お
話
し
ま
し
た
.
「習
慣
は
暖
昧
で
あ
る
が
、

具
体
的
で
あ
る
」
.
障
害
児
教
育
の
創
始
に
あ
た
っ
て
、

セ
ガ
ン
が
「
習
慣
」
に
着
目
し
た
の
は
す
ば
ら
し
い
車
見

で
す
.
能
動
的
で
あ
れ
ば
町
子
ど
も
は
改
善
さ
れ
る
.
践

し
て
み
た
く
な
る
よ
う
な
日
々
の
活
動
、
そ
う
し
た
内
容

を
ど
う
準
備
で
き
る
か
、
こ
れ
が
課
題
で
す
.
そ
れ
ゆ
え
、

運
動
学
や
理
学
療
法
の
よ
う
に
改
善
す
べ
き
特
定
の
動
作

を
対
象
と
す
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
.
ま
た
、
作
業
療
法

の
そ
れ
と
も
違
う
で
し
ょ
う
.
「能
動
的
で
な
い
人
た
ち

が
能
動
的
に
な
っ
て
い
く
過
程
」.

雑
話
3
か
ら
B
ま
で
の
関
連
で
言
え

ば
.
「
手
が
突
き
出
た
大
脳
と
し
て

働
く
過
程
」

.
こ
の
過
程
に
あ
る

種
々
の
動
作
を
対
象
と
す
る
と
い
う

考
え
方
で
す
.
で
は
、
こ
れ
に
つ
い

て
セ
ガ
ン
は
ど
の
よ
う
に
考
え
た
で

し
ょ
う
か
.
一
八
四

一
年

一
O
月
か

ら
半
年
聞
の
実
践
の
ま
と
め
か
ら
読

み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
.

図
に
、
セ
ガ
ン
の
ま
と
め
か
ら
、

こ
れ
に
関
係
す
る
箇
所
を
抜
き
書
き

し
ま
し
た
.
D
は
.
六
ヶ
月
聞
の
実

践
の
効
果
.
パ
リ
市
議
会
へ
の
オ
ル

フ
ィ
ラ
報
告
(
一
八
四
二

一
O
)

で
も
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
.
全
体

消失ないし滋 'J>


